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中部国際空港海上ア クセス 高速双胴

1，新 しい中部国際空港へ の海

　　上 ア クセス

　 近 年 我 が国 の 中で も一番 元 気 な中 部 地

方 に、2005 年 2月 17 日新 しい 国 際空

港 が開 港 しま す。今 回 ご紹 介す る高速双

胴 旅 客船 「フ ェ ニ ッ クス 」
・

「カ トレ ア 」

は 同型 船で、中部国際空港へ の 海上ア ク

セス と して、三 重県は じめ 紀伊半島の 皆

さん の 期待 を一心 に 担 っ て 、津市が 建造

され ま した。

　津 市 で は、中部国際空 港開港にあ わ せ

て 『レ ッ 津 1夢 みな と』プ ラ ン を推進 さ

れ 、本船の 建造 と とも に、空 港まで 40

分 とい う アク セ ス の 利便性を 活かせ る 海

上 ア ク セス タ
ー

ミナル の 整 備、世 界 に 向

けた 紀伊 半島 の玄 関と して の 機能を 備え

た 港づ く り、町つ く D を進 め られ て い ま

す。

　当 セ ン ター
で は、中 部国際空 港ア ク セ

ス の 中核 と して運航 され る 高速 双 胴 旅客

船 「フ ェ ニ ッ ク ス」 ・「力 トレア 」の 基

本 計画 ・建 造管 理 を担当 したの で 、概要

を 紹介 します。

2．基本コ ンセ プ ト

　本船の 基本計画 を実施する に当た り、

津市の 『レ ッ 津 1夢 み な と 』 プ ラ ン 推 進

の コ ン セ プ トを反 映さ せる と と も に、元

気な 県と して 近年とみ に発展 著 しい三 重

県 へ の ビ ジネ ス 客、熊 野 古 道 （伊 勢路 ）

を含む世界 遺産 「紀伊山地の霊 場 と参 拝

路」へ の観光客が、快適 に利 用 で き る 国

際 空 港 ア クセ ス船 で あ る こ と を基 本コ ン

セ プ トに しま した。

　 この 基本コ ン セプ トに基 づ き、

　● お 客様 に と っ て 乗 り心 地 の い い 船

　　（振動 ・騒 音 ・動揺の 低 減）

　 ● 欠航の少な い船

　 ● 定 時運 航の 出来 る余 裕の あ る船

　 ● お 年寄 り、障害 者 に 優 しい船 （交 通

　　バ リア フ リ
ー

法）

　 ● 優美な シル エ ッ ト

な ど に配慮 しなが ら、基本計画を進めま

した。

　基 本計 画 で は、双胴船 タイ プ と する と

とも に、船体抵抗及び動揺軽減装置を採

用 す る こ とに しま した。

3 ．主要 目など

　基 本計画 に基 づ い て 入札が実施され、

建 造 造 船 所と して （株）三 保造船所 に 決 定

しま した。

　建造 ・
詳細設計を 進める過程で、津市、

（株）三 保 造 胎所お よ び 当セ ン タ
ーが 緊 張

感 あ る打5 合 わせ を 行い、基本計画 を忠

実に反 映す る検討を行 い ま した 。

　そ の 結 果 、船 体 抵抗及 び 動揺軽 減 装 置

と して支 柱付可動翼式水中翼を装備する

こ と と しま した。

　建造仕様 書 によ る主 要 目を、次に 示 し

ま す。

表 一1　 海 上 試運 転結果

船名 施行月 日 排 水量 　　　1 試運 転 最大速力

フ エ ニ ッ クス 平成 16年7月8 日 83．3t 337kt
カ トレア 平成 16年 12月 14日 82．6t 338kt
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旅客船 「フ ェ ニ ッ クス」・ 「力 トレア」

4 ．海上試運転 を終えて

　海上 試 運 転 は、西 宮 防波 堤 マ イル ポ ス

トで施行 し、次 の結 果 を得 ま した。

　航 海 速 力 （90 ％ MCO 、70 　o／o　DW ）

の 計測 で も、建 造 仕 様書 を 遙 か に超 え る

32kt 以上を 記録 しま した。

　両 船 の 海 上試 運 転 に際 して特 に注 目 し

た点は、船体抵抗及 び動揺軽減 装 置 と し

て 採用 した 水中翼 で す 。水 中 翼 は 、双 胴

の 間の 前部 と後部 に 可 動翼式 の も の を 2

翼設け、各速力にお い て最適の航走 トリ

ム を維持 しま す。さ ら に 、旋回 時に お い

て も傾斜 角の 軽減 が 図 られ 、快適な 乗 り

心地 を提供 して い ま す。

　また、両 船 は、双 胴の 船形形状を 工 夫

す る こ とに よ っ て 、引 き波 を 少な くする

ことが 出来 ま した。

5 ．おわ りに

　両 船の 建 造 に当 た っ て、『レ ッ 津 1夢

みな と 』 プラ ン 推 進 の 1青熱 を 注 ぎ込 ま れ

た津 市の 皆 様 そ して 多数 の 高 速 双胴 旅客

船建造の ノウ八 ウを 遺 1感な く注 ぎ込 まれ

た三 保 造 船 の皆 様 が誠 意 を も っ て こ尽力

い ただ い た こ と を付記 します。

表
一2　主 要 目な ど

主要 目 主要設 備
・
装備

航路
特別室 定 巨 10名津松坂港 （贄崎地区）〜

　 　　 　　 常滑 港 （空港地 区） 旅客乗 降用ラ ン プ ドア
ー

油圧 駆 動

航行 時間 1．5時間未満 電動カート用乗り込み橋 油圧 駆動

航行区域 平水 区域 監視 力メラ装置 船体航行 姿勢 監視機 能付 き

長さ （金長） 31、45m バ リア フ リ
ー
設備

長 さ （登録） 29 ．69m 車椅子 スペ ー
ス 〔2台分）

幅 （型 ） 8．60m バ リ ア フ リ
ー

椅子 （9人分）

深さ （型） 2．69m バ リア フ リ
ー

トイ レ

計画満載喫水 （型 ） 1．03rn バ リ ア フ リ
ー

通 路 （120mm 以 上 ）

総 トン 数 125 トン 出入 D ロ ス ローフ装置

船質 軽合金 手摺 り （点字表示 付 ）、誘 導ブロ ッ ク

航海速 力 （90 ％ MOO 、70 ％ DW ） 30 ．0 ノッ ト以上 点字案内板、触知案内板

航続距 離 300 海 里 以上 音声案 内装置

旅客定 員 ロ 0名

主機 関 V型 1、320kW × 2基
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